
OAは,近年最も急速に成長している分野の一つであり,

昭和60咋代を迎え,なおいっそうの進展が予測されている｡こ

のOA化に見られる大きな特徴は,対象となるのがいわゆる専

門家ではない一般の事務室で働く人々だということと,機器の

単独使用からしだいに他の機器との関連をもつようになり,緩

やかな結合を経てシステム化へと進む傾向を見せているという

ことである｡したがって,OAの機器はますます使いやすいこと

が)拝められ,更に他の機器へのつなぎの機能の充実が求め

られてきている｡

OAを構成する主な機器としては,口本譜ワードプロセッサ,

パーソナルコンピュータあるいはPOS(PointofSales)ター

ミナルといったデータ処二哩機及びファクシミリのような機器群が

あり,これらの機器を取り結んでいるのがLANと呼ばれるシ

ステムである｡

日本語ワードプロセッサは,市場ニーズの多様化に伴い

年々機能の向上が図られており,単なる日本語文章作成機

からしだいに事務処理機としての色彩を深めている｡日立製

作所の製品ラインアップもパーソナル用のワードパル7,本格

ビジネス用のワードパル18から多機能形のワードパル25ま

で広がり,いずれもやさしく使えるようになっている｡

パーソナルコンピュータでは,8ビット機ながら16ビット機

並みの基本性能をもつ"MB-Sl”シリーズと高度なビジネス

を鮮やかにこなす"B-16/EX”があり,豊富なソフトウェアとと

もに,幅広い分野の要求にこたえている｡また,パーソナルコン

ピュータの応用商品として開発された簡易図形システム

"GMM”は,20シリーズから30シリーズへと機能が強化され,
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より速く,より豊富な図形処理が可能になった｡POSでは,量

販店用を用意しており,本格的な店舗トータルシステムを一貫

して効率よく構築することが可能になっている｡

ファクシミリでは,手軽に扱える感熱高速ファクシミリ"HF

400''と多機能ファクシミリ"HF4200''があり,いずれも日本電

信電話公社の公衆電話綱はもちろん,ファクシミリ綱にも接続

できるようになっている｡また,高速カラーファクシミリと高速ファ

クシミリ用LSIの開発も行なっている｡

OA機器を結ぶLAN関係では,既に開発されている∑

ネットワークのLSI化が行なわれ,小形化･高信頼化ととも

にますます便利に使ってもらえるようになった｡

家庭機器分野では,半導体技術やディジタル技術を駆使

した映像･情報機器,いわゆるニューメデげ商品が続々と

開発,発売されている｡

昭和59年11月末から商用化が開始されたビデオテックス

｢キャプテン+システム用の端末機器の発売をはじめ,近い将

来実用化が検討されているコード方式文字多重放送,静止

画放送,ファクシミリ放送,あるいは5年後に予定されている

放送衛星"BS-3''の打上げで可能となる高品位テレビジョン

放送などに対応した機器の開発を推進している｡

社会生活でのINS,VANの活用と並んで,家庭生活で

も臨場感あふれる高品位テレビジョンの大画面を楽しんだり,

｢ホームターミナル+の設置によって,ホームセキュリティシステ

ムやホームショッピング,ホームバンキング,各種オーダエン

トリサービスなどのサービスを自由に利用できるようになるのも,

そう遠い将来のことではないであろう｡
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区= 日本語ワードプロセッサ｢ワードパル18+

図2 日本語ワードプロセッサ｢ワードパル25+

日本語ワードプ■ロセッサ

｢ワードパル7,18及び25+

ラインアップの充実

市場の多極化ニーズにこたえ,パー

ソナル用としてワードパル7(トピッ

クス6ページ参照)を,本格ビジネス用

としてワードパル柑(匡=)を,また,

多機能ワープロとしてワードパル25

(図2)を開発した｡

(1) ワードノヾル7

CRTとフロッピーを一体にした′J､

形化設計とした｡レイアウト表示,半

改行,ルビ,網かけ,全文対象など高

級機並みの機能をもっている｡

(2)ワードパル18

文書作成のほか,盲寅算機能をサポー

トし､しかも豊富なプリンタ群の接続

を可能としたオフィスニーズにマッチ

した本格的なビジネス用ワードプロセ

ッサである｡

(3)ワードパル25

ビットマップの高速化を図り,グラ

フ機能,帳票作成機能などの従来機に

′.革

図3 パーソナルコンピュータ｢MB-Slシリーズ+

図4 パーソナルコンピュータ"B16/EX''

加え,｢最大4画面分割+,｢÷縮小レイ
アウト上の編集+などの新機能を搭載

した｡

パーソナノレコンピュータ

｢MB-Slシリーズ+の開発

高速CPU68BO9Eを搭載し,高速演

算,高機能グラフィック及び1Mバイ

トのメモリ空間を実現し,基本性能を

16ビット機並みに向上させた8ビット

パーソナルコンピュータを開発した

(図3)｡

(1)CPU68BO9E(クロック2MHz)及

び新開発のSl-BASICにより,処理速

度を大幅に向上させた｡

(2)アドレス空間を1Mバイトにまで

拡大し,大容量メモリの実装を可能と

し,またBASICのユーザーエリア最大

132kバイトを実現した｡

(3)640×200ドットフルカラーグラフ

ィック,パレット機能,文字とグラフ

ィックとの重ね合せなど,多彩な表示

機能をもっている｡

(4)ビデオスーパーインポーズ機能に

より,VTR,ビデオディスクの映像と

パーソナルコンピュータの映像との重

ね合せが可能である｡

(5)12個のカスタムLSIの才采用によ

り,コンパクト化を実現した｡

パ⊥ソナルコンピュータ

"B16/EX”の開発

パーソナルコンピュータB16/EX

は,B16の後継機としてソフトウェア

の互換性をもち,多機能で低価格なコ

ストパーフォーマンスとユーザーフレ

ンドリーに徹した使いやすさを主眼と

して開発した(図4)｡

主な特長を次に述べる｡

(1)OS上で仮名享英字変換が文節単位

で行なえ,薄形キーボードの専用ファ

ンクションキーで日本語文書作成が容

易である｡

(2)コンポタイプで,ディスプレイは

角度調整可能なチルト台付きとし,人

間工学を配慮した構成となっている｡

(3)日本語ワードプロセッサをはじめ,

豊富なソフトウェアが更に使いやすく

機能アップしている｡また,商用デー

タベース検索,企業間のデータ伝送,

オンラインリアルタイム端末としての

利用や,更にローカルエリアネットワ

ークシステムなど,通信ソフトウェア

も充実している｡
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グラフィックプロセッサ

｢GMM30シリーズ+の開発

パーソナルCADに先べんをつけた

日立簡易図形処理システム"GMM''

(グラフマスター･ミニ)のリーディン

グを保つため,20シリーズをハードウ

ェア,ソフトウェア両面から強化した

30シリーズを開発し発売した｡ハード

ウェアは,高速演算機構の付加,メモ

リの拡張を行ない処理速度の向上を図

った｡ソフトウェアは,未定義マクロ,
オフセット,定規,面積計算,エキス

バンド,チャンファーカットなど機械

製図向けを中心に,25項目のコマンド

を追加した｡GMMは対話形の非専門

家向けシステムであるが,慣れた人が

使用しても煩わしさを感じないように

バッチ入力方式をサポートしている

が,更にコマンドリピート,パラメー

タホールドも加え,いっそう使いやす

く した｡図5にGMM30シリーズの外

観を示す｡本システムは本体,A3サイ

ズタブレット,A3サイズⅩ-Yプロッタ

の構成例であるが,入出力機器は業種

や業務の内容に合わせ最適.なシステム

アップができるように,豊富に用意し

ている｡

//こ

図5 グラフィックプロセッサ``GMM-30”

量販店用POSシステムの納入

百貨店用POS(Point of Sales)ター

ミナルは,各種伝票発行機能を充実さ

せるため伝票イメージをそのまま表示

可能な9inCRTを搭載し,3ステーシ

ョン(レシート,ジャーナル,スリップ)
プリンタ付きの高機能POSターミナ

ルである｡また問合せモードでは,

VDTイメージでの問合せ･応答が可能

であり,本格的なオンラインPOSシス

テムを実現している｡

量販店用POSターミナルは,PLUフ

ァイル(内蔵),固定スキャナを備え,

商品に付けられたバーコードラベルを
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図6 量販店用POSターミナル(b)

読み取ることにより,商品名,価格を

印字したレシート(及びジャーナル)を

発行でき,二人制操作も可能である｡

百貨店用,量販店用共にストアコント

ローラを含めた店舗トータルシステム

を,一貫した思想で効率良く構築可能

である(図6)｡

672形グラフプロッタの開発

ノヾ-ソナルコンピュータのカラー記

録端末として,4ペン式･A3サイズの

672形グラフプロッタを開発した(図

7)｡ノト形でシンプルな普及形であり,

ペンスピード200ITlm/s,文字書き5

CpSという実用的スピードと描線が切

れないこと,2種類の接続ポートの標

準装備などが特長である｡JIS第1水準

漢字用ROMの搭載や,欧米向けコマン

ドシステムの付加により,更に使いや

すさは向上する｡コンピュータグラフ

ィックス分野で広く利用できる｡

秘... 遜

㌔

みゎ㌔〆′ノダ

撃鞄

Ⅰ司7 672形グラフプロッタ

OA用マルチウインドウ制御技

術の開発

OA用ワークステーションやワード

プロセッサによる文書処理の進展に伴

選一

い,複数の文書情報を画面上に重ね置

き表示し,それらを全体的に眺めなが

ら,各種の処理で共通利用できる機能

が求められている｡これに対し,ウイ

ンドウ(情報表示領域)の重なり状況を

計算し,重なり変更時や情報記入時に,

表に出現する箇所だけ描画することを

特長とする｢マルチウインドウ制御技

術+を開発した(図8)｡本技術によれ

ば,画面変更箇所の局所化により,利

用者にとって自然で見やすい表示変更

が行なえる｡また,画面変更量の削減

により,表示用ハードウェアへの負荷

を軽減し,処理を高速化できる｡これ

により,普及形OA機器でも,高操作性

重ね置き形マルチウインドウ機能が実

現可能となる｡

ウインドウ2

ウインドウ1

ウインドウ3

‡
ウインドウ1

注‥[:コ表示部分

匪……ヨウィンドウ2の下に隠れた部分

巨≡ヨウインドウ3の下に隠れた部分

図8 ウインドウの管理方式



ファクシミリ網対応の感熱高速

ファクシミリ"HF400”及び

"HF4200”の開発

国際規格のGII,GIII及びMFI(日本

電信電話公社のミニファクス)モード

に合致し,更に日本電信電話公社のフ

ァクシミリ通信網(同報通信･自動再コ

ール･親展通信･ファクシミリボック

スの機能をもつ｡)に接続できる感熱高

速ファクシミリHF400(園9),及び

HF4200を開発した｡

HF400の主な特長は,(1)マスタスラ

イスLSI,1ボードモデム,小形メカの

開発により,従来機に比べ容量･重量

ともに約÷になっている｡(2)通信の信
頼性を向上させるため,送信終了ごと

に送信時刻･所要時間･相手先番号･

通番･ページ数･通信状態をプリント

アウトする送達確認機能を備えている｡

HF4200の主な特長は,(1)ダイヤル

と送信操作を自動化したOMAD(光学

マーク読取r)自動ダイヤル)を装備し

ている｡(2)時代にマッチした省力化機

能を満載している｡(3)日立独自の15秒

電送,ハーフトーン,時刻指定送信及

びⅦ寺刻指定マルチポーリング機能を装

備している｡

高速カラーファクシミリの開発

A4サイズのカラー文書を,16画素/

mmの高品質で,しかも30秒/枚の高速

度で言売み取り,伝送し,記録できる高

速カラーファタンミリ実現のための試

作を完了した(図10)｡

このカラーファクシミリは,LANや

INSなどの高速伝送路を前提にしてお

り,下記の基本技術の確立によr),OA

システムの新しい展開のかぎになるも

のとして期待されている｡

(1)高精細(16画素/mm)3色同時読

み取りセンサと高速(5Mbps)信号処

理による高速カラー読み取り(15秒/A

4)

(2)機能分散形高速パイプライン符号

化処理(2.5Mバイト/秒)による高効率

2色ブロック符号化(圧縮率去)
(3)高速(1ms/1ine)感熱記録ヘッドと

高精度(色ずれ±30/∠m)転写機構によ

る高速熱転写記う録(30秒/A4)

高速ファクシミリ用+Slシリ

ーズの開発

ディジタル回線を用いる次世代ファ

クシミリの国際規格G4に基づいた高

速ファクシミリを実現するのに不可欠

な基本デバイスとして,読み取り信号

処理LSI(FVP:Facsimile Video

図9 HF400ファクシミリ装置

図Il∑ネットワークのリンク装置

弓箭槻ミ批芯

表l 高速ファクシミリ用+Slシリーズ

晦
宅悪芸濃

図10 高速カラーファクシミリ

桓

濾

名称

項目

F V P F C P F H D

(HD61852H) (HD62L353) (HC16705)

機 能
センサ駆動制御,読み取り信号 G3及びG4規格の ビデオ データ(64ビット)の

ひずみ補正,綿密度変換など 符号化及び複号化処理 直並列変換及び駆動

性 能

入力ビデオ速度:5Mbps ビデオバス速度:32Mbps ビデオ転送速度:5Mbps

ひずみ補正誤差:土3% 符号生成速度:300kbps 駆動能力:60mA

規 模

CMOS2.5/Jm CMOS2/州1 BiCMOS 5/ノm

25k素子 64k素子 4k素子

signalProcessor),符号復号処理LSI

(FCP:Facsimile Codec Processor)

及びン＼ツド駆動LSI(FHD:Facsimile

Head Driver)の3種類を開発した(表

l)｡

いずれのLSIも5Mbps以上の高速

ビデオ信号処理を達成しており,A4サ

イズ原稿を1秒以下で処理できる能力

をもっている｡これらのLSIは,文書読

み取り装置,文書ファイル,70リンタ

などの単体装置から,これらの複合体

であるファクシミリや各種のワークス

テーションまで適用可能であり,今後

の展開が期待されている｡

多元情報光ループネットワーク

｢∑ネットワーク+のLSlイヒ

データ,電話音声,FAX画像などの

多元情報伝送が可能な∑ネットワーク

に専用LSIを開発し,リンク装置の小

形化･高信頼化を図るとともに,ネッ

トワークの信頼性･通信機能を向上さ

せた(図11)｡(1)リンク装置通信制御部

の二重化及び＼マスタリンク装置の代替

装置設置を行ない,障害時には自動二交

替を行なう｡(2)リンク装置接続数を最

大128台に,低速データ回線数を最大

3,000回線に拡張した｡(3)回線交換機

能をもたない一般データ端末でも,ダ

イヤリングセットを付加すれば,回線

交換を利用できるようにした｡専用回

線も簡単なコマンド入力により構成変

更を行なえるようにした｡(4)電話交換

機能に,キャンプオン,切｢替え三者通

話,転送などの便利なサービス機能を

追加した｡
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｢ゴーストールカラーテレビジョン+

"C19-DIG''の製品イヒ

電波がビルや山などに反射すること

により,テレビジョンの映像が二重に

映る,いわゆる｢ゴーえト+を大幅に

軽減する｢ゴーストール回路+をディ

ジタル技術と半導体技術を駆使して開

発,内蔵した19形カラーテレビジョン

``c19-DIG''(愛称｢ゴーストール+)を

製品化した(図12)｡

主な特長としては,

(1)専用LSIの開発,採用によりゴー

スト軽減システムをテレビジョン本体

に内蔵し,チャネルを切り替えるごと

に約10秒で自動的にゴーストを÷～去
に軽減する(図12右下)｡

(2)独自の｢2段形トランスパーサルフ

ィルタ方式+により,画面の約÷ずれ
ている大きなゴーストまで軽減でき

る｡

(3)ビデオ入力端子に加え,モニタ出

力端子を採用しており,ゴーストを軽

減した映像を見ながらVTR会読画がで

きる｡

キャプテン ハイブリッド端末

"VTX-2000''の開発

ニューメディア時代の中核となるキ

ャプテン(文字図形情報ネットワーク)

システムは,情報センターに蓄積され

た各種情報を電話回線を利用して一般

家庭や企業のテレビジョンに文字･図

形で表示する画像通信システムであ

る｡昭和59年11月末から商用サービス

が開始されている｡これに対し,高速

画面表示が可能なキャプテン ハイブ

リッド端末"VTX-2000”を開発した

(トピックス6ページ参照)｡

以下に主な特長について述べる｡

(1)高速画面表示が可能である(文字

だけ約1秒)｡

(2)一般のテレビジョンと接続が可能

である(RGB端子付きテレビジョンを

はじめ,一般テレビジョン,専用ディ

スプレイとして使用可能)｡

(3)センタの自動呼出しが可能である

(オプションの自動ダイヤルボード]答載

により,センタの自動呼出しが実現)｡

(4)付属のリモートコントロールキー

パッド又はキーボード(オプション)に

よる操作入力が可能である｡

(5)プリンタ用接続端子付きである｡
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図12｢ゴーストール+カラーテレビジョン"C19-DIG,,及び

ゴースト軽減例 (右上)軽減前(右下)軽減後

図】3 0NLINE HiF12000"C2l-E74”形

AVカラーテレビジョ ン

AVカラーテレビジョン

｢74シリーズ+の製品イヒ

ニューメディア対応のAV(Audio

and Visual)カラーテレビジョンとし

て,従来から更に高画質･高音質設計

の｢74シリーズ(ONLINEHiFi2000)+

を開発し,21形,19形の2機種を製品

化した(図13)｡

本AVテレビジョンの主な特長としては,

(1)新開発ファインピッチSFブラウ

ン管を採用し,パーソナルコンピュー

タの2,000文字表示が可能である｡

(2)く し形フィルタ,新自動直線性補

正回路を才采用した高画質設計である｡

(3)前面スピーカの外に低音専用スピ

ーカを設置し,低域から高域までバラ

ンスのよい音を再生できる3D(Dimen-

Sion)システムを開発採用している｡
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図14 衛星放送受信機用高周波弾性表面

三皮フィルタ

(4)VTRも操作できるテレビジョ

ン･ビデオマルチリモートコントロー

ル付きである｡

(5) 2系統のRGB入力端子,3系統の

ビデオ入力端子付きである｡

(6)チャネル･音量･オフタイマなど

が一目で分かるディジタル画面表示機

能付きである｡

衛星放送受信機用意周波弾性表

面波フィルタの開発

衛星放送受信機での第2IF段バン

ドパスフィルタとして,400MHz帯弾

性表面波フィルタを世界で初めて量産

化した(図川)｡

本フィルタの主な特長を以下に述べ

る｡



(1)1/′m線幅作製プロセスの確立に

より,402.78MHzの高周波弾性表面波

フィルタの量産化に成功した｡

(2)新電施構造の考案により,27MHz

帯域幅で,挿入壬員失12dB,群遅延時間

平たん度10ns｡_｡,帯城内振幅リップル

0.1dB｡_｡で,また帯城外抑圧度40dBの

良好な周波数特性を得た｡

(3)本フィルタの適用により,高周波

回路の完全無調整化,並びに受信機で

の検波性能及び弱電界性能の大幅向上

を実現した｡

業務用フロントローディング形

光ビデオディスクプレーヤの開発

最先端技術の半導体レーザピックア

ップを搭載し,パーソナルコンピュー

タと接続可能な高速アクセスプレーヤ

は,教育･訓練,販売促進,情報サー

ビスなど広範囲な分野に使用されてお

r),特に米国市場での要求が強い｡高

まる市場ニーズにこたえるため,更に

高性能,長寿命,高信頼性の輸出業務

用プレーヤを開発した(図15)｡

(1)フロントローディング機構を採用

した｡

(2)ブラシレスモータの採用により,長

寿命化を実現した(寿命:1万時間)｡

(3)チルトサーボ機構の採用によりク

ロストークを低減し,画質を向上した｡

(4)高性能トラックジャンプ(200フレ

ーム/50ms)

(5)PCM音声,ダンプコード対応が可

能である｡

(6)薄形(高さ115mm),軽量(10kg),

低消費電力(30W)である｡

図15 業務用フロントローディング形光

ビデオディスクプレーヤ"VIP9550”

手のひらサイズのMOSカメラ

``vK-C1500”の開発

家庭用ビデオカメラ市場で,操作性

や手軽さ,高画質が強く要求されてい

る｡この顧客のニーズにこたえて,VK-

C1500を開発した(図16)｡本カメラは,

電子ビューファ,Fl.2×6ズームレン

ズを搭載し,業界初の980gの小形･軽

量カメラである｡性能では高解像度カ

区I17 ｢とれ･つく･コン+

マスタックス"VT-×3''

図18 CDプレーヤ"DAD-4000”

ラー素子,新ICを開発し,高感度･高

解像度を実現した｡更に,3.7Wと業界

最低消費電力,他社に先駆けたフルオ

ートホワイトバランスを搭載し,使い

勝手を大幅に改善している｡
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手のひらサイズのMOSカメラ

``vK-C1500''

｢とれ･つく･コン+VTR

"VT-X3”の開発

業界初の高次フィルタを内蔵した映

像系3LSIと新ディジタルサーボLSI

を開発し,大幅な回路部品点数の低減

とともに高性能,高信頼性が得られた｡

また,生産設備としてコンピュータペ

アリング装置を導入したヘッドシリン

ダ自動組立ラインを完成し,FA化をい

っそう高めた｡意匠的には薄形(99

mm)で操作性の良いステップライン

を採用し,ワイヤレスリモートコント

ロール(とれ･つく･コン)付きで話題

性のある``vT一Ⅹ3''を開発,商品化で

きた(固け)｡

多機能,普及佃i格CDプレーヤ

の開発

普及価格化の進むCD(コンパクトデ

ィスク)プレーヤの市場に対応し,多機

能,普及価格CDプレーヤ2機種■▲DAD-

600”及び``DAD-4000'Iを開発した(図

18)｡

主な要素技術は,(1)2軸直交形光学

系によるピックアップの小形･高性能

化,(2)3サーボ回路を1チップLSI化,

(3)ねじなしローディングメカニズム,

(4)デッキとのシンクロ録音機能･画像

出力対応機能,(5)ピックアップ自動組

立ライン,などである｡

メタノーノレ燃料電池の

ポータプノレイヒ

メタノールを直接燃料として連続発

電のできるメタノール燃料電池の開発

を進めているが,今回新たに画期的な

要素技術を開発して,家庭用やレジャ

ー用に最適なポータブル電源(図19)を
実現した｡

要素技術としては,(1)高分子酸によ

る電解質の固定化でメタノール燃料側

への漏れ出しを防ぎ,安全性を確保し

たこと,(2)燃料の供給を毛細管現象を

利用して行なうため,ポンプやバルブ

を省略したこと,(3)生成する炭酸ガス

の排出が答易で,液体燃料が漏れ出さ

ない選択機能膜を効果的に採用し,電

ブ也が天地逆転しても常に発電するよう

にしたこと,などである｡

このことによって,燃料電池では不可

能と考えられていた10W級燃料電池

のポータブノHヒの基本技術を開発した｡

図19 ポータブル燃料電池=2V,15W)
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